
Eモード偏光

宇宙誕生時にインフレーションによる急激な空間膨張が起こると、
空間の量子揺らぎによって生じる原始重力波によって、宇宙マイク
ロ波背景放射(CMB)にBモードと呼ばれる偏光パターンが生じる。
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LiteBIRDミッション概要

スカラーテンソル比 r の誤差 δrを δr <0.001の精度で測定

r>0.002でBモード偏光が発見されなければ、代表的なインフレーショ
ンモデルである single-large-field  slow-roll modelが棄却される。
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原始重力波起因のBモード偏光を精密に測定するためには、重力レン
ズ効果によって生じるBモード偏光の寄与が少ない大角度スケール
(low l)での観測が必要となる。衛星による全天観測が必要。

観測周波数帯

高精度の前景放射除去を行うため 34 – 448 GHzの帯域で観測を行う。

低温ミッション部

回転式半波長板
（1/fノイズ低減、系統誤差低減）

低周波用望遠鏡
(水口ドラゴン光学系、

34 – 270 GHz)

高周波用望遠鏡
(屈折型光学系、

238 – 448 GHz)

低周波用焦点面検出器アレイ
(TESボロメータを0.1K以下に冷却)

CMB偏光観測による
インフレーション宇宙の検証
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